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D
）
r
L
U
け
し
、
連
邦
政
的
述
邦
議
た

f

ゼ
邦
参
説
伝
に
よ
る
違
憲
抗
一
掛
川
M

住
こ

j

】
字
、
A

L
K
｝
」
マ
ル
J

刀

中
」
、
中
川
い
ほ
ラ
夜
け
へ
心
情
報
従
供
日
が
い
る
こ
Lf

N
F
D
 

や
発
覚
し
、
翌
々
与
一
月

八
日
、
連
邦
宇
官
民
裁
判
所
は
、
審
坪
取
り
や
め
を
決
ρ
心
し
た
と
れ
以
降
、
怪
右
桁
み
の
報
道
は
、
か
な

り
下
し
え
に
な
っ
た
ー

J

、、〆、

f

、一山ハリ付、！

一
は
う
ま
で
も
な
く
、
極
U
J

を
め
ぐ
る
問
題
そ
の
も
の
が
そ
れ
て
隙
汗
し

イ
P
J
fムバ

は
な
い
。
と
し
ノ
わ
け

お
け
る
恭
し
り
の
ポ
ア
、
〆
ン
ル
ー
ル
の
古
川
ま
り
は
、

｝干巧、
J

干
し
岬
心
に
顕
苫
で
あ
る

ム
ハ
ー
に
は

の
の
一
二
司
四
月

F

ア
ア
ル
ト
の
グ
ー

ドイツ祢イ！の君高／j:仰，，，

フ
シ
ベ
ル
ク
－
L

「
ム
ー
ア
ジ
ノ
ム
ご

徒
M
J
教
阿
・
F

一
徒
計

六
人
主
射
殺
「
ゐ
に
い
う
ぷ
凶
作
み
の
事
件
が
起

h
7
7一コ

ハ
司
二
月
ぶ
に
は
、

五
μ
こ
フ
五
、

自
f
J
o
一
三

土土
t斉

」れ

る
辛

笥

つ タト

て凶
い人
るDて

中
引
札
む
八
一
一

深
刻
な
は
門
F
o
h
M
に
悩
む
ベ
パ
ソ
／
ノ
イ
ケ
パ
ノ
心
ソ
ー
ト
リ
薬
品
竹
r
子
校
の
教

こ
の
よ
う
白
状
況
を
皆
景
に
、
一
翌
十
七
校
%
は
、

C
C
回
引
九
バ

一
円
心
州
議
会
主
不
で
、
ァ
ラ
シ
ザ
ン
ブ
ル
ク
の
D
V
U
が句読

却
を
維
h

弥
、
ま
た
ザ
ク
セ
ン
の

N
P
Dも
議
主
を
妓
お
7
v
h
J
O

し
に
が
ぺ
て
、
ド
イ
ツ
が
ワ

i
ル
ド
カ
ッ
ブ

η
ホ
ス

f
Eと
し
ζ

問／七

暴
力
に
h
Jな
を
捻
い
て
レ
に
の
も
、
十
分
な
明
白
が
お
っ
べ

，、r ~＇ 
u 
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三時

そ
の
小
安
は
、
大
会
山

f

削
の
4
月
一
ハ
ヨ

」
チ
ソ
勾
ピ
V
ノ
山
島
切
で
ド

f
J
同
込
唱
す
持
つ
コ
ル
ミ
ア
ぇ
‘
品
ル
ゲ
タ
一
人
（
じ
い
b
h
J

竹山

y
ゲ
ム

フ
ラ
ン
フ
ン
プ
ル
ク
州
）

川
骨
漢
ピ
、
に
袋
ゃ
れ
工
思
議
γ

川
崎
に
な
っ
三
事
が
い
で

ス
に
強
ま
つ
ん
ち
い
恨
は

ーム

日州

約
ヘ
｛
一
司
同
市
に
伶
み
、

、、

F

1r〆

L

f

内

bhυ

ノ
a

f一

t

，

刈
川
工
事
の
い
臼
川
川

Y7L
て
使
い

ド
イ

y
人
の
夫
人
と
の
聞
に
小
手
な
了
ど
も
が

被
は
、
事
作
1
」
吋
博
上
論
文
」

U
L
E守
山
ザ
引
あ
っ
Lr
、n

羽
目
、
弘
明
一
次
、
ン
コ
レ
ダ

i
政』
r
m
で
連
邦
政
z
引
ス
ポ

i
フ
ス
マ
ン
～
ー
～
つ
れ
人
ウ
ヴ
J

カ
i
ス
ァ
ン
φ

ハ
f
エ
が
、

ド
ノ
ー
ツ
・
一
プ

ジ
オ
で
一
フ
ラ
ン
ヂ
ン
ブ
ル
ク
川
の
中
小
都
市
な
ど
、
札
の
与
の
震
な
る
人
が
行
J

L
ん
ら
止
さ
て
悟
れ
な
レ
場
所
が
あ
る
一
と
針
一
じ
し

た
r
S
F
D
h
h紙
百
フ
ォ
ア
ヴ
J

ル
プ
」

の
統
集
長
で
、

一
組
系
に
問
析
か
れ
た
ト
ノ
ソ
一
行
助
協
会
の
斜
仏
γ
何
で
も
あ
る
役
の
長
↑
嵐
は
、

を
れ
ほ
ど
深
か
J

た
の
で
あ
る

こ
れ
に
出
い
h
u
b
t
l
m
l
け
る
よ
う
に

ク
ル
ド
系
店
主
ゃ
い
ド
ッ
ナ
ノ
ン
ザ
ム
l

〆
・
ベ
ル
U

ン
市
誌

11 

ム
江
市
一
〆
見

設
）
が

品別
γ

品川

K
一r
／
ベ
ル
ク
で

一
人
の
J

ん
ど
7mr
ら
氏
、
つ
れ
た
つ
え
暴
行
さ
れ
、

山
…
郊
に
正
穏
を
白
ハ
ペ
一
I
h
j
d

彼
も
、

k
f
ソ
介
在
一

t、

ペル
1
3
ン
U
H十八吊
J

で
以
活
必
を
絞
め
、
左
翼
党
議
は
凶
の
移
民
政
院
ヌ
ポ
i
ク
ス
マ
シ
で
あ
勺
た
っ

一
二
ヨ
い
は
、
川
ノ
え
ル
ブ
ガ
、
〆
ク
，
ン
ョ
イ
吋
ノ
レ
内
相
一
「
h
u
U
J

？っ、

一C
リ
斗
午
皮
版

2
4日
擁
護
h
H告
す
E

を
発
表
、
了
号
、
同
一
れ

に
よ
る
と
、
科
右
犯
罪
は

J

引
ー
よ
り
一
七
%
触
り

一
一
・
寸
%
の
九
川
一
八
件
、
正
ー
ん
的
係
右
の

万
有
一
一
ハ
件
、
う
ち
比
一
ん
行
為
は

人
数
ば
囚
C
C
人同一

H

の

「
外
国
人
に
ノ
」
っ
て
リ
人
相
川
上
地
帯

（Z
3
（ろ

一
万

C
M
n
o
人
で
あ
る
こ
ヒ
が
ト
い
か
つ
に
。
山
口
惜
は

許
可

E
J）
が
ド
ド
ヤ
仏
L
て
は
な
ら
な
い

と
泊
ペ
る
一
ん
で
、

絞
り
約
ま
ム
ぷ
心
m
の
純
情
叫
が
司
ら
な
い
と
い
う
批
判
は
「
」
年
以
拠

ト
ノ
p

－O

L
M
l
t
 

ワ

i
ル
ト
カ
ソ
プ
ト
υ
給
ま
っ
1
F

～
六
月
〕
日
、
マ
ブ
リ
カ
討
誌
八
百
」

E
陀
人
権
津
盟
は
、
人
検
攻
撃
を
防
止
す
る
五
カ
亘
訪
の
ド
！
と

ペ
ー
ジ
宵
併
設
し

手
ら
に
大
会
山
叫
ん
慌
中
心
一
河
川
川
、

庁
行
セ
ン
η

ア
ン
ハ
ル

r
川
の
川
ぺ
仰
マ
グ
デ
ウ
ル
ク
rf
郊
に
た
る
プ
レ
l 力、

Q;'cJ ［：ヘ氏、7u:," ，，，足、？）日目 Q,

一、
l
Iノ



ノ

q

L

J
で
の

J
／

〆

ネ

J
1
A
Jじ

C

」

np
p

星
条
旗
が
焼
か
れ
る
と
い
三
写
AHが
起
こ
っ
ん
一
じ
一
久
十
円
γ

祭
は

大
き
ん
d

火
の
川
り

で
秩
つ
ん
JKP陥
っ
ナ
人
汁
川
す
る
百
代
ゲ
ル
マ
J

の
ん
が
と
さ
れ
て

γりが
ナ
イ
プ
ス
に

ι
り
、
総
統
に
忠
誠
JT
百
品
目
う
儀
式
へ
と
患
い
い
川
さ
れ
た

ア
ン
一
ネ
の
F
h
J
ι
H

の
焚
書
は

〆
」
と
ろ
が
、

M
V

f
J
ス
犯
川
引
の
よ
じ
た
を
苦
味
し

民
衆
情
的
界
（
刈
法

f、、J
'-'・ 芳ミ

に「
J

川
口
一
す
J

る

中
リ
っ
け
之
社
で
い
口
芯
、

i
－

－

l

；
j

’

（

 

一
γ
ン
、
小
円
一
円
記
」
刀
ζ

た
い
う
も
の

η
切
ら
な
か
っ
に
た
め
、

川
平
仕
る
滋
市
一
事
件
と
し
て
処
注
さ
れ
る
、
と
こ
の

で
ふ
の
つ
に
。

こ
の
よ
う
に
！
湯
’
支
店
雨
明
人
当
ム
下
義

Z
L
乃
一
存
ゃ
を
一
ヘ
t
F
I
た
の
で
あ
れ
、
政
へ
ん
JU
に
「

が
め
町
一
叫
渇
し
て
司
る
H

市
中
で
J

川υ

！和ム
γ
円は

よ
一
川
強
度

、
地
我

は
火
山
し
て
い
戸
工
げ
で
お
る
c

極
七
現
象
の
ど
段

慌
古
川
は
、
国
家
・
片
付
瓜
と
の
一
九
体
化
と
い
う
「
白
然
、
な
」
秩
序
を
強
刈
「
る
尺
九
民
共
同
体
の
イ
デ
オ
コ
ギ
ー
か
ら
信
奉
「
る
一
そ
し
て
、

ドイツ祢イ！の君高／j:仰，，，

技
術
的
と
い
う
よ
り
9

も
文
化
的
誇
攻
象
に
敵
対
す
る
反
近
代
王
表
、
白
仕
十
台
北
側
人
、
一
下
表
・
凹
際
、
ド
主
義
・
多
文
化
主
義
な
ど
の
排
字
、

7ω
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と人
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三主
的
Iぐ仇

山
♂ο 
木ノ
〈プ

一＃ 

十勺
ヲ
） 

ス4ト
ム
訂

ダ

イ

一r
〈

i、

ホ
い
カ
官
接
め
た
行
動
、
l

昔
日
孔
白
戦
闘
川
内
・
ー
英
雄
＋
λ

青山」

あ
た
か
も
一
川
町
り
の
が
存
に
映
る
問
右
の
背
後
に
は
、
メ
れ
を
ど
え
る
広
範
な
休
日
ん
い
川
が
い
る
」

ラ
イ
ブ
ノ
ィ
ヒ
人
同
j

以
r

干
部
の
プ

レ
ヲ
ブ
二
校
校
ら
の
調
査
に
も
仏
引
い
ば
、

G
J七

J

戸
権
威
÷
昌
一
d
山1
州、

ロ
ー
ヴ
ィ
ニ

X
1
6札

i

日
人
除
視
、
マ
仇
い
以
ヱ
グ
ャ
エ
義
、
⑤

社
会
ダ
i
ヴ
f
一
一
ズ
ム
、
①
7
4ノ
サ
ス
ム
の
勉
、
吉
化
に
い
う
極
十
市
民
両
似
値
？
っ
一
ノ
、
か
般
的
に
賛
同
す
る
生
札
台
が
高
い
の
は
、
m
w
ζ
③

一
ハ
ハ
入
ソ
川
内
外
秋
の
山
川
内
、
で
、

一
わ
れ
わ
れ
は
つ
い
に
、
品
川
力
な
「
上
氏
成
伝
九
心
労
J

丸
を
－
A
び
も
つ
べ
き
で
あ
る
』
と
い
～
「

で
あ
る
。

シ
j
l
ヴ
ィ
ニ
ス
一
づ
ノ
2

ク
一
ぱ
見
解
に
は
一
九

b

、
東
一
ー
サ
一
れ
弘
、
西
川
門
戸
プ
人
%
）
、
ー
｝
々
り
ノ
は
、
多
数
U
外
出
人
を
法
じ
て
、

令
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三時

ノ、、

（
ヒ
ロ
人
ス
ヂ
ク
セ
ン
H

ア
ノ
ハ
ル
ト

ブ
フ
J

J

ノ
ン
ブ
ル
ケ

メ
J

ノ
ν
ノ
ブ
ル
ケ
日
つ
マ
戸
市
ン
メ
ル
ン

r
l
k
人

凹
人
）
こ
、
引
」
市
内
川
い
同
九
位
諸
州
が
l
H
F
を
占
め
て
い
る
。
全
凶
行
？
ね
は
間
七
人

い
の
は
ノ
ル
ト
一
フ
イ
ン
パ
ヴ
エ
ス
ト

ーム

日州

『
ノ
ア
｝
レ
〆
の

？A

人
で
あ
る
が
、
前
池
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
「
7
ベ
バ
ト
ル
…
川
心
調
査
報
H
u
h－v
J

どを一
3
q
y
お
り
、
内
独
池
山
崎
ご
い

つ
ま
で
も
ほ
水
準

rと
ど
ま
っ
て
い
る
こ

γ寸
保
証
は
な
い
。

四

不
か
ら
の
人
民
議
絞

ド
r

ブ
心
神
’
U
政
党
と
1
て
は
、

一
九
八
ム
一
年

月
に
投
了
さ
れ

x
y
D
、
D
V
U
、
上
十
八
♂
イ
党
が
代
去
俗
で
あ
る
I

W

の
う
ち
、

た
共
和
党
は
、
創
↓
げ
い
有
フ
ラ

y
．、
J
I
l
ン
フ
l
パ
！

心
過
激
な
一
斉
行
℃
己
日
を
菜
め

Ljt
、14

1
1ノ
Jλ

日

J
P
ロN
M

Jニ
P
J
7
0
H
M
F戸
寸
mv同

月

一
九
日
の
西
ベ

y
リ
〆
市
議
会
巡
挙
て
レ
し

f
C
A
、
民
主
し
ハ
H
二
八
日
の
峨
州
議
会
誕
，
h
A
で
ヒ
・
一
%
を
獲
作
し
た

t元

} 
u 

JL 

JL 

ぷ
h

！日－

1
1
↓
ア
ン
ヴ
ム
ル
ア
シ
ベ
パ
ク
や
ベ
ル
ド
ノ
ン
な
ど
、
ふ
の
勢
い
を
し
ば
ら
〈
似
汁
ι
j
d

九
ん
悶
』
川
見
下
心
山
崎

と
と
〉
ペ
ソ
ル
ブ
、
J

h

l

，
l
ラ
i

（

H
P
Z
F
E
5日
）
は
、
あ
る
ι
位
以
練
さ
れ
三
政
党
を
円
！
店
内
し
た
に
め
、
川
っ
と
ン
工
li
〉

フ
、
バ
ム
京
放
な
ど
の
内
紛
u
q

起

羽
在
先
判
明
は
低
迷
し
て
し
る

D
V
U
は

一
九
八
じ
年

)L 
仁

合
1

月
に
説
μ

、
た

九
七
ih
司、

－P
D
副
豆
一
自
に
な
り
損
ね
た
創
設
者
フ
ラ
イ
は

月
に
D
V
U
を
政
界
に
、

N
F
D
C
連
係
1

九
九
月
の
プ
ー
レ
ヲ
メ
二
円
一
議
会
制
点
？
で
議
席
を
伎
作
L
て
」
「
絞
一
役
は
、

)L 

午
の
／
レ
ャ
メ
／
市
議
会
選
さ
を
皮
切
れ
に
、
以
山
先
的
に
読
ん
I
Y
山
内
を
果
た
し
て
い
る
。
た
だ
1
1

D
1
U
は
、
あ
く
ま
で
ソ
ヲ
イ
の

俳
人
政
党
で
z
め
る
た
め
、
議
院
活
政
C
はハベ
U

空
白
乏
し
さ
！
町
長
手
し
て
い
る

U

一
ん
六
四
庁

羽
有
す
る

mLL政
比
九
一
山
1

て、

最
も
古
い
一
川
市
ん
を
河
っ
。
y

九州刊の、
U

い
同
州
中
一
受
付
、

ー
ロ
に
付
和
成
さ
れ
た
N
F
り
は
、

九
六
六
1

六
八
年
に
七
つ
の
凶
独
川
議
会
で
議
荷
主
獲
得
し

そ
の
品
川
長
ら
く
不
泌
が
続
レ

t
い
た
が

続
二
徒
、
京
止
さ ヱ工

080 1.2Ul' 1 1 ; 
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「統一」表 1

れ
た
永

T
4
斗
r
J
J

川
体
の
メ
ン
パ
？

h
a
y
h
v
k
料
公
し
て
、
急
述
ド
山
勢
ん

へ
9
一

を
拡
大
7
L

がっ

N
P
D
に
ら
「
流
仁
三
大
物
の
ゑ
オ
＋
チ
に

マ
ン
ワ
レ
ヲ
卜

レ

ダ

シ
？
と
p
v
L
H
F
d
o
m
－2
が
い
る
。
彼
は
、

不

kg
づィ
r
e

グ
ル
ー
プ
を
率
い
亡
崎
一
降
、
収
容
Jhzピ
政
火
さ
山
一

ま
に
ハ

J
T
ル
ク

仕
え
吋
パ
h
f
A
の
辰
覧
会
一
甲
山
一
川
市
の
犯
罪

を
妨
害
「
る
ん
え
と
の
前

川
世
J

ゲ
h
f
J
h
行
留
守
山

h
一、

ん
0
年
代
半
ば
、
連
邦
軍
に
相
引
け
さ
れ
議
演
を

h
J
て
い
F
J

リ

ヘ

斗

L

h

／
ゲ
ル
を
た
お
さ
れ
た
人
物
で
め
る

士

た

N
い
わ
心
傘
F
に
人
っ
て
い
っ
た
凶
偲
い
に
は

一
品
川
ル
七

ノ、
I 

' 
/ 

ヘ
ズ
・
サ
ヲ
づ
ン
ミ
イ
ス
へ
メ

3
5

h

の
こ
の
利
織
1
d
l
v
一
に
は
、
e
p

れ
以
前
に
州
市
止
さ
れ
ー
に
円
－
ィ
キ
シ

務
省
は

p 
R 
（） 

:1伐太1}!/) CIG (5 13) H沼1:200, 

グ－
f
H
4
1
図

b
x
p
D
役
目
が
悶
L
7
1
1
L
い
た
川
河
川
人
・
恥
比
五
日

き
7
た
帯
一
を

1

浄
化
」
寸
る
判
的
で
、
百
ハ
グ
一
年
ク
ソ
ブ
の
円
襲
撃
、

π山

・
脅
迫
、
さ
J

に
武
住
所
長
も
慨
く
N
Q
討
を
、
ザ
ク
セ
〆
州
内

一0
0
一
マ
悶
月
に
禁
止
し
ナ
1
0

と
」
ろ
が
、
て
の
後
え
の

p
t
口？
i
q
中
ホ
ヂ
句
i

ぷ
也
ピ
、

L除
J
f
t
打

73v

当
じ
川
は
九
日
市
交
に
乗
り
出
さ
ざ
る
中
心
付
は
か

J

七円

そ
の
他
に
も
、

N
n
r
D
は
、
共
結
党
や
、

一F
）
（
〉
一

！
ハ
〉
迎
庁
に

ハ
ン
ブ
ル
々
で
げ
の

布
ハ
デ
↓
川
山
YJ
た
法
治
虫
本
町
役
功
党



三時

一地♂
J

叩
「
、
J

ル
瓦

で
い
る
し
極
め
つ
け

3

は、

山
口

LZT九
月

選
挙
注
叫
即
刻
岡
市
守
計
一
7
し

た
第
一
ハ
（
じ
選
一
年
い
「
千
々

U
ン
州
ド
レ
ス
ネ
ン

1
）
の
校
一
一
諸
に
代
え
て
、
共
和
u
y
創
立
五
の
ン
エ
ヤ
ン
マ
パ
を
擁
チ
）
だ
こ

ーム

日州

乙
で
あ
る
υ

そ
の
前
司
、

N
P
り
は
、
ん
ヨ
片
山
ザ
ク
セ
ン
州
議
会
選
挙
で

に出川町伸一しゅ人。

y、
Jレ

ス
に
川
位
進
、
第
一
て
JM
の
S
F
D

τツ
ヘ

f

，
F
 

Y
刊
」
と
呼
ば
れ
る
労
般
市
場
改
v牛
、
れ
川
一
人
労
船
齢
者
、

E
引
拡
大
九
七
攻
キ
ぜ
る
戦
桁
が
坊
を
J
t
し、

N
P
H
は
、
日
比
糾
問
｛
τ？
九
お
）

J九

三コりj
'it 

一
六
%
）

ノ＼

ー
ぶ
り
若
年
者

で
「
向
い
支
持
を
東
め

十
人
に
一
九
7

ハ
一
八
年
以
来

川
議
会
に
議

二

ノ

%

問
主
持
つ
こ
と
に
な
っ

I
P
ヂ
J
コ
に
一
出
呪
乞
接
ゲ
る
ラ
J

〆
ハ
ル
ソ
ド
ル
ペ
ノ
口
、
J
J
I
F
で
は
、
得
山
一
山
率
は
二
・
一
五
仁
注
し
に
一

ザ
ク
ゼ
ン
州
N
P
D
議
長
田
の
叫
議
仁
川
凶
長
と
な
う
た
の
は
、

日
当
日
J
の
mMMm
も
取
り
沙
汰
さ
わ
る
内

l
ゲ
コ
ラ
イ
ヒ
日
ン
リ

／ 

ク

（円」者河内「
2
η
F
5
3
2口
問
）
一
ー
よ
り
っ
た
：
〈
U
一ハノ＋
lf
一
月

他
心

N
P
D
堂
前
戸
い
と
と
も
に
、
付
設
品
目
立
の
プ
チ

日

ス
犯
罪
慌
何
者
に
い
川
「
る
い
れ
…
狩
乞
杭
否
、
レ
ス
デ
〆
小
需
品
m
A

斗
ひ
周
れ
に
か
こ
つ
け
て

ヨ
コ
ー
ス
ト
ん
乙
非
謀
、
し
に
v
M
L
ι

ん
は
月
に
は

テ
ヂ
強
制
収
引
け
所
に
山
市
山
す
る
特
別
列
中
」
け
や
一
丹
び
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
と
と
も
ふ

r

る
と
た
一
三
円
い
て
、
千
百
間
一
り
な

院
作
7
U
処
分
を
受
け
た
じ
こ
の
さ
「
に

F
L
つ
存
在
い
に
〉
丈
彼
が
一
り

0
2八
年
一
八
月
末
、

ト
ソ
ノ
ク
と
主
制
街
角
人
」
γ
る
弔
故
に
一
。
り
一

九
歳
に

J

て
し
く
な
「
た
」
と
は
、

M

－Y
D
に
と
パ
て
少
な
か
、
h
ぬ
打
診
干
で
あ
っ
子
J

ろ
た

本
つ
乙
も
、
一
一
勢
弘
ト
八
の
た
め
の
一
｝
注
の
政
き
は
、
川
之
自
ウ
ド
・
フ
ォ
イ
ク
ト

二一
L
C
ぞ

2
拘
｛
）

に

hFつ
ご
ろ
が
大
き
い
υ

ブ
ォ

イ
々
卜
は

一
九
八
同
年
、
述
邦
軍
ー
平
’
へ
と
し
て
の
キ
守
1

？
を
捨
て
て
対
日
出
勤
仁
守
念
1

v

た
J

Jr. 
九

一
六
歳
で

N
γ
む
に
↓
入
、
正

六
可
五
月
に
党
首
に
就
一
日

L
E刊
I
A

降
、
彼
は
兄
の
川
辺
件
化
に
努
め
、

mm似
を
め
戸
、
る
戦
い
t

一向市山を

｝、
」

有
r他
者
を

V; 

に
加
え
、

一
十
七
の
人
民
浅
緑
」
を
構
築
し
よ
う
と

L
て
J

る
。
ふ

組
織
化
？
れ
た
清
？
む
を
必
ぐ
る
裁
い
を
民
話

L
、

の
法
人
な
日
－
療
は
、

で
あ
る

c
B
R
D
と
は
、
一
ド
イ
ソ
連
邦
？
？

4
E
一
で
は
な
〈

1

｝
々
け
ノ
ド
門
知
大
和
山
一
心
一
切

B
R
D
の
A
川骨川
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編
ヴ
心
で
あ
る

ブ
ォ
ィ
ヶ
ト
は
、
政
治
利
だ
け
で
な
く
文
化
制
の
ヘ
ゲ
ヰ
－
獲
仙
刊
を
日
指
し
て
い
る
〉
ベ
ル
J
／
川
々
ベ
↑

y

々

は
、
宿
泊
刊
誌
な
研
修
セ
シ
タ
？
が
設
け
ら
れ
、

「
ド
レ
ス
デ
ン
学
派
」
形
成
を
日
指
L
f人
材
仔
山
崎
が
行
？
わ
れ
て
い
る
の

c
c
t凡
」
寸
一
月

一C
C
ι
4空
で
の
い
峠
ー
ム
バ
議
公
選
挙
・
欧
州

五
日

7
t
イ
ク
ト
こ
フ
フ
イ
は

ド
f
y
J討
｛
疋

l

・
州
句
読
会
選
挙
立
、

き
、
日
午
九
月
り
山
注

N
P
D
と
D
V
U
の
こ
ち
ら
が
一
依
砧
ム
下
乞
出
す
の
ひ
取
り
決
め
三
口
こ

邦
訟
と
一
選
挙
に
は
お
ド
D
M
M
P会
加
、

了
？
ハ
話
ケ
獲
得
し
た
〈
、
ア
れ
は

一
九
六
九
汗
九
月
総
選
投
戸
可
一
・
一
括
）
以
来
の
成
績
で
、
得

票
数
し
以
前
向
の

ヴ
τ
レハヅ
rJ
心
か
ら
仁
茂
万
河
C
C
C誌
に
大
師
刊
に
斧
び
に
。
特
に
東
独
で
は
戸
J

山AL4γ
一
・
六
%

サ
ク
セ
ン
バ
で

は
百
八
%
に
足
し
だ
っ五

述
内
向
指
の
品
川
元
で
の
包
有
進
？
川

。
（
リ
ソ
六
叫
ん
H
凡

仁
川
口
に
付
わ
れ
た
ベ
ル
り
シ
市
誌
会
選
挙
と
メ
ク

ν
ン
ブ
ル
ク
フ
方
ア
ポ
ン
A
ル
ン

H
談
会
巡
挙
は

て
阿
世
右
の
者
支
な
仙
川
張
を
H
U
せ
つ

ドイツ祢イ！の君高／j:仰，，，

ま
ず
、
ア
ン
ゲ
ソ
・
メ
ル
ウ
ル
述
邦
首
相
（
C
D
U
）

N
P
D
は一

γ

の
池

πメ
ク
ン
ン
／
ル
ク
H

7

一
ノ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
川
で
は
、

ー
日
%
山
憎
む
工
一
切
を
獲
得
、
引
に
第
一
二
J
H
選
挙
区
ヘ
コ
ッ
均
ー
一
プ
シ
ド
ウ
）
と
は
一
［
叩

M
手
主
侍
f
n
N
γ
む
の
り
川
↓
山
数
は
I
l

U
九
ハ
ト
凶
凶
と
あ
る
が
、
抗
日
の
泡
υ
九一九日ら、

ひ
ろ
ド
む
か
ム
ノ
ロ
ヘ
｛
f
〉（じ川小、

c
u
uか
ら
一

U

O
ハ
い
い
わ
一
票
、
左
JHAULか
ら
凶

cnJ
（一一

票
、
ヨ
山
山
k
半
l

凡
、
ド
D
P
A）

h
u
、り

0
0
0語、

池山
M
P
ら
六
ハ
J
C
つ
け
一
川
、
棄
権
一
一
か
ら
－
h
／

J
C
C
苗一軍程皮
J
D
T

奪
っ
た
ζ

排
山

ι殺
の
右
刊
一
閣
の
じ
%
、
失
業
者
の
八
お

さ
れ
て
J

る
。
ま
マ
人

長
怖
心
J

校
一
一
の
八
%

に
の
は

／＼ 

N
F
D
 

実
科
与
f
h代
以
十
ん
ら

五
に
述
ず
る
と
利
さ
れ
て
レ

庁－，
改
め
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表2 2 ＇ヲ年百月 17Eベルリン市議会・メヴレンブルウロ

フォアぶンメ Jレン併議会選挙結果

投
票
ヨ
の
か
な
り
ぶ
ノ
恥
か
え

v
u
i
Dが
メ
ク
戸
ノ
ァ
ル
ク
H

フ
ォ
ア
ポ
ノ
メ
ル

ン
州
設
会
内
、
議
席
を
取
る
こ
ぐ
は
FY想
さ
れ
て
い
ん

τ
六
月
八
七
日
仏
政
送
さ
れ
た
徐

フ
し
ン
ピ

〉
、
ノ

占

F
r

の
州
内
刊
前
調
査
に
よ
れ
ば

N
ド
む
の
支
持
ー
丸
山
t
は
己
ゲ
ル
て

戸

A
R
h
U）

確
実
に
は

E
m
y
p
J
i
u
w川、
F

引

一
ひ
ホ
っ
と
I

凶
出
が
同
党
「

百
出
す
る
」
〉
〕
穴
い
え
て
い
る

U

マ
〆
ハ
イ
ム
一
り
一
窓
川
f
俳
究
ゲ
凡

；
J
I
J
 

古
七
八
口

UV
｝

仁
川
に
行
っ
た
識
者
で
も
、
－
i
持

J

半
は
や
は
り
七
九
で
あ

J
J

同
党
の
川
議
会
滋

市
中
山
を
ー
よ
く
は
レ

と
者
ご
え
て
レ
る
の
は
八
C
認
で
、

と
ち
ん
で
も
よ
h
w

は

，~， 

;" 

は
八
対
で
あ
つ
一
に

上

こ
わ
、
h
一
連
の
数
也
は

N
P
れ
の
選
挙
戦
C

一
成
功

日
ゲ
物
認
っ
て
い
る

N

、J

、JZ
l
i
l
t
 
州
内
の
ム
ア
ハ
ν
地
伐
と
、
位
刊
に
初
め
と
伏
ぷ
に
行
く
古
い
お
リ
権
者
向
け
の
話

動
を
「
時
悶

yLJ
校
庭
む
ね

の
畑
山
配
布
ゆ
刷
、

当
枝
川
で
ふ
る

U

ま

7
ハ
」

γ
シ

ヘ
ソ
ド
に
霊
的
の
J
う
な
プ
ヲ
ー
ツ
、
厚
一
の
ブ
ル
ソ
ノ
と
い
三

l

お
決
ま
り
の
マ
、
オ
ナ

チ
・
ス
タ
イ
ル
さ
は
な
く
、
ま
と
も
な
装
い
と

f
ど
も
川
け
・
家
校
内
げ
の
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
、

日
分
～
一
子
古

斗
」
通
の
政
党
だ

ζγ
ヒ
ー
凡
J

も
し
た
ロ

筆
頭
桜
山
問
者
の
ウ
ド
e

パ
ス
つ
？
ス

戸

r
e
t
h
Z
C
3）
は

一
九
五
一
一
年
刊
土

れ
u

一
i
ゲ
i
仔
ク
セ
／
州
か
九
一
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ム
ワ
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
J

州
ほ
ば

西
端
の
り
ュ
。
ノ
一
ア
／
に
移

f
J

九
一
全
紙
T
1川
で
占
め
る
n

J

川
民
的
な
札
い
や
ペ
一
鋼
鉄

の
EPJJM
で
ク
ズ
を

h
T
し
よ
う

一
一
常
時
挙
民
か
ら
げ
は

と
い
う
次
時
す
市
以
一
い
’
仰
が

。別 1.2Ul'1 1 ; 品ぇY、dごJ! I J) le> Q1 



l

j

i
－
－
〉
〉
｝
、

追
さ
れ
れ
八
木
け
て
止
ξ

退
去
一
戦
い
N
ド

D
は、

ひ
た
ず
ら
「
立
の
交

を
か
ぶ
っ
し
い

℃
は
な
く
、
暴
力
的
z任
以
」
の
本
げ
は
ー
モ
門
去
、
つ
け
た
υ

他

党
の
沼
町
小
ス
タ
〆
ド
を
襲
叫
草
し
た
り
、
叫
内
r
七
に
反
汁
ず
る
ず
E
ヴ
皆
川
者
の
顔
写
］
去
を
判
的
っ
ト

K
J
Jた
こ
こ
は
、

ド
げ
な
成
以
効
果
を
出
品
74

雪
山
間
下

1
μ
1
H
n

J

1

 

7
7
4
子ノスヤ｝

J
u
j
、v
P
2
7
2
、ふ？

一宇干
1

1

t
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あ
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h
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ノ
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ハ
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〆，，

そ
L
て

1; 

日

N
F
n
は
、
つ
い
に
「
川
町
祁
」
ベ
ル
リ
ン
の
ラ
イ
ニ
ノ
ウ
ン
ド
ル
フ
で
j

兄
大
会
を
却
佐
一
G
J

る
に

十円十一
J
1
γ
n

一
氏
燃
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司
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司
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司
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ォ
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ソ
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